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心臓の冠状動脈の先天性異常は,冠状動脈の数の異常,冠状動脈口の位置の異常,および冠状動脈

の交通異常 (冠状動脈療)に大別 されている3'. 単一冠状動脈 SingleCoronaryArtery(SCA)と

は,大動脈または肺動脈から1個の口で起始した1本の動脈が心臓全域に分布するもので22,24',冠状

動脈の数の異常に含まれる. SCA が大動脈から起始する場合は冠状動脈の選択的造影が困難である

ことや,開心術時に誤まって切断される可能性は考えられるが,機能的意義はほとんど無い奇形であ

る6,22)

ウシではかなり高頻度に,種々の心奇形が発生している14).しかし,ウシの SCA は他の心奇形と

合併したものを含めてもわずか25例,しかも簡単な報告がなされているのみである7~10･17-19,21,23,26,27)

そこで,著者 らはウシにおける SCA について解剖学的に観察することにした.

材 料 と 方 法

観察材料はホルスタイン種370例 ,窯毛和種 258例, 両者の雑種 13例, 合計 641例のウシの心臓

で言'言.これらの心臓をホルマリンで固定したのち,その冠状動脈を肉眼的に観察した.

結 果 と 考 察

ウシの心臓641例中54例 (8.42%)に冠状動脈の異常が認められ,そのうち35例が SCAであっ

た (Table1).この SCA の出現率は5.46%で, ヒトの剖検例におけるそれが0.1428',または 0.03

%2)であるのに比べ,著しく高い値であった. ′ト種別の出現率を見ると, 黒毛和種では9.30%で,

その値はホルスタイン種の2.16%より有意(P<0.01)に高かった.すでに報告 されているホルスタ

イン種における SCAの出現率は約2%で18',著者 らの値にほぼ一致している.ヒトおよびウシにお

ける SCAの把現率の性差に関する報告はない. 今回の観察ではメスにおける出現率は 6.63%で,

オスの 5.30%よりやや高い傾向がうかがわれたが,明らかな性差は認められなかった.

今回観察した35例の SCA は,その起始,分岐,走行,分布域など,解剖学見に次の16型に分類

された.

*家畜解剖学研究室 **現三菱化成鹿島安全性科学研究所 ***家畜外科学研究室



272 宮 崎 大 学 農 学 部 研 究 報 告 第34巻 第 2号 (1987)

Table 1.Coronaryarteryanoma一iesin54casesinvestigated

Anomalies No.ofcases

Abnormalityinnumber

Singlecoronaryartery

Threecoronaryarteries

Abnormalitiesinthesitesoforigin

Originfromotheraorticsinuses

Hightakeoff

Aberrantorlglnfromthepulmonarytrunk
Abnormalcommunications

(Coronaryarteryfistulas)

Fig.1. Singlecoronaryartery(SCA)oftypy Iincase4･
AO:aorta CB:leftcircumflexbranch LA:leftatrium LC:left

coronaryartery LV:leftventricle PB:interventricularparaconal

branch PO:pulmonaryorifice RA:rightatrium RC:rightcor-

onaryartery RV:rightventricle

I型 右大動脈洞に起始した SCAがやがて左 ･右冠状動脈に分岐･前者は動脈円錐の前面を左

し,努円錐室間溝の基部で努円錐室間枝と左回旋枝に分岐･その後の努円錐室間枝と左回旋枝,お

び SCAから分岐した後の右冠状動脈は正常例5,16,25' と同じ走行と分布を示す (Fig･1)･
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Ⅲ型 Ⅰ型に似るが,右冠状動脈が洞下室間枝に移行する.

Ⅲ型 右大動脈洞に起始した SCA から分岐した左冠状動脈は大動脈と肺動脈の闇を左走,続いて

肺動脈と左心房の間を前走し,勇円錐室間枝と左回旋枝に分岐.その後の両枝および右冠状動脈はⅢ

型と同じ.

Ⅳ型 Ⅰ･Ⅲ型に似るが,洞下室間枝が右大動脈洞から起始した直後の SCA から分岐する.この

洞下室間枝は大動脈の右方を後走, 続いて心房中隔底を後走して洞下室間溝に達する (Fig.2).著

者らの観察例中には存在しなかったが,Ⅳ型と同様の洞下室間枝をもち,左冠状動脈がⅢ型と同じ走

行,分布を示す1例が報告されている26).

Fig.2 SinglecoronaryarteryoftypeⅣ incase15.

AO:aorticorifice CB:leftcircumflexbranch LC:leftcoronary
artery LO:leftatrioventricularorifice PB:interventricularpar-

aconalbranch PO:pulmonaryorifice RC:rightcoronaryartery

RO:rightatrioventricularorifice SB:interventricularsubsinuosal
branch

V型 SCA は右大動脈洞から起始した直後に左 ･右冠状動脈に分岐.前者は大動脈の後方を旋回

し,肺動脈と左心房の間を前走して勇円錐室間溝の基部に現れる.著者らの観察例中には認められな

かったが,大動脈の後方で,その部を旋回する左冠状動脈から洞下室間枝が分岐し,それがⅣ型の洞

下室間枝と同様に心房中隔底を後走する1例が報告されている7).

Ⅵ型 左冠状動脈はⅤ型と同様に大動脈の後方を旋回するが,労円錐室闇枝は右冠状動脈から起始

し,また右冠状動脈が洞下室間枝に移行する.

Ⅶ型 SCA から分岐した左 ･右冠状動脈の走行や分布域はⅠ型と同じであるが,SCA が左大動脈

洞から起始する (Fig.3).

Ⅷ型 左大動脈洞から起始した SCA が間もなく左 ･右冠状動脈に分岐.左冠状動脈のその後の走

行や分岐,分布域は正常例と同じ.右冠状動脈は大動脈と肺動脈の闇を右前走する.

Ⅸ型 左大動脈洞に起始した SCA は肺動脈と左心房の間を前走し,勇円錐室間溝の基部で努円錐
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Fig.3 SinglecoronaryarteryoftypeⅦ incase20.
AO:aorta LC:leftcoronaryartery LV:leftventricle PB:int-

erventricularparaconalbranch PT:pulmonarytrunk RA:right
atrium RC:rightcoronaryartery RV:rightventricle

室間枝,左回旋枝および右冠状動脈に分岐.前二者のその後の走行と分布域は正常例と同じ.右冠

動脈は動脈円錐の前面を右走したのち,正常な右冠状動脈の走行,分布を示す.

X型 左大動脈洞に起始した SCAは肺動脈の右方を前走し,心臓前面で労円錐室間枝を分岐し

後に,左回旋枝と右冠状動脈に分岐.勇円錐室間枝は動脈円錐の前面を左走し,左回旋枝に吻合枝

送った後,労円錐室間溝を下降.左回旋枝は右心房の左方を後走,続いて大動脈の後方を旋回,肺

脈と左心房の間を前走,碧円錐室間枝からの吻合枝と合流したのち,冠状構内を後方へ旋回する.

冠状動脈はⅢ･Ⅲ･Ⅳ型と同じ.
Xr型 左大動脈洞より2cm背位の上行大動脈左壁に起始した SCA は肺動脈の右方を前走して

臓前面に達し,勇円錐室間枝を分岐したのち,左回旋枝と右冠状動脈に分岐.努円錐室間枝は動脈

錐の前面を左走し,勇円錐室間溝に達する.左回旋枝は右心､房と大動脈の間を後走し,大動脈の後

で洞下室間枝を分岐する.洞下室間枝は心房中隔底を後走して洞下室間溝に達する.洞下室間枝を

岐した後の左回旋枝はⅥ型と同じ.右冠状動脈はⅠ･Ⅶ ･XI型と同じ.著者らの観察例中には認め

れなかったが,左大動脈洞より背位の上行大動脈左壁に起始した SCAが左右の冠状動脈に分岐し

左冠状動脈はⅧ型と同じで,右冠状動脈が大動脈の後方を旋回する1例が報告されている26).

Ⅶ型 後大動脈洞より3cm背位の上後大動脈後壁に起始するSCAが大動脈の左方を前走し,
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の後Ⅷ型と同じ走行,分岐,分布状態を示す.著者らの観察例中には認められなかったが,右大動脈

洞より背位の上行大動脈右壁に起始し,その後の走行,分岐,分布状態が Ⅰ型に似る1例と27),Ⅷ型

に似る1例26)が報告されている.

Ⅶ型 総腕頚動脈の左下壁に起始したSCAが上行大動脈の前壁に沿って下降したのち,Ⅲ型と同

じ走行,分岐,分布状態を示すもの (Fig.4).

Fig.4 Singlecoronaryartery(SCA)oftypexⅢincase31.
AO:aorta BT:brachiocephalictrunk CB:leftcircumflexbranch

LA:leftatrium PB:interventricularparaconalbranch PO:puト
monaryorifice RA:rightatrium RC:rightcoronaryartery

XIV型 総腕頚動脈に起姶し,上行大動脈の前方を下降, その後1Ⅶ型と同じ走行,分岐,分布状態

を示す.

XV型 Ⅰ型に似た走行,分岐,分布状態を示す SCAが総動脈幹の左動脈洞から起始する.

XⅥ型 Ⅰ型に似た走行,分岐,分布状態を示す SCAが総動脈幹の右動脈洞より 1.5cm 背万の

総動脈幹右壁から起始する.著者らの観察例中には認められなかったが,総動脈幹から分岐した右肺

動脈から起姶するSCAの1例が報告されている9).

以上に述べた16型の SCAの概略をFig.5に模式図で示し,著者らの観察した35例と過去の報

告例13例,合計48例のウシの SCA解剖学的型別,および合併心奇形の有無とその種類をTable2
に示した.

ヒトの場合,SCAの半数は左大動脈洞から起始し, 次いで右大動脈洞から起始するものが多く,

大動脈洞より高位の大動脈や肺動脈から起始するものは非常に少ないようである22･24).一方,ウシの
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Table 2. SinglecoronaryarteriesofcattlecategorizedintothetypesillustratedinFig.5

type CaSenO. species Sex age associatedcardiacmalformations references

Ⅰ 1 B 杏 2D none 8

1 2 B 含 3D none

1 3 B ♀ 3D none

1 4 B 早 llD none

1 5 BC I♀ 12D none

I ※ 12W none

1 ※ 4M none 2317

I 6 B 1D DORV,VSD,As°

1 ※ H 早- 1D ectopiacordis

1 ※ H 早 1D ectopiacordis,doubleanteriorvenaecavae 17267

1 7 B ∴ 3D DOLV,VSD

‖ 8 B 含 3D none

= 9 B 杏 9D none

‖ 10 B 辛 15D none

= ll B 早 2D doubleanteriorvenaecavae

u 12 ‖ 杏 5M Pro

‖ 13 B ♀ 1OD none

汁 14 B 告 5D none

n r 1 5 B 早 (うD ーlOne

R.｢ 16 BBB 早∴∴ 25D ∩()ne

TV-S ※ 4M none

′ヽ 17 7D1D none

'ヽ-S ※ none

～..1 18 VSD

1Ⅶ 19 日 早 1D TGA,VSD 1926

～.Ⅶ 2() B 含 3D DORV,VSD,coarctatioーtOrtheaOrta

～.≠ 21 C 杏 4D TGA,VSD

ll 22 H 早 1t(-)D TGA,VSD

1孔 23 H 吉 19D DORV,VSD

～.Ⅶ 24 H 杏 LIM VSD,Coarctati()一日)fthea()rta

＼Ⅶ ※ H 早 7M Fallot

lⅦ 25 fi + 1D none

I.Ⅶ 26 H ∴ 1D none

Ⅷ ※ 6Y none

Ⅸ 27 C 含 12D none

ヽ 28 B 含 2D Fallot

XI 29 BHSflH ÷杏主早 25D none 26

Xl ※ 4M Fallot

Ⅶ 30 2D Fallot

Ⅶ ※ 2D situsinversus,DORV,4Cavalveins 26

Ⅶ-ト 栄 luM ect()piacordis,PDA,Pl;() 27

班-S ● GM VSD 26

ヽ川 31 2D nOrle

XrV 33 B 早 211) VSD

Xll 35 B 含 2D truncusarteriosus,VSD

As°:atrlalseptaldefect B:JapaneseBlack C:Crossbred D:day DOLV:doubleoutletleft

ventricle DORV:doubleoutletrightventricle H:Holstein M:month PDA:patentductusarteriosus

PFO:patentforamenovale S:Subtype SH:Shorthorn TCA:transpositionofthegreatarteries

VSD:ventricularseptaldefect W :week
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場合,右大動脈洞から起始する Ⅰ～11型には48例中24例が含まれ,SCA の半数は右大動脈洞から
起始するものであった.左大動脈洞から起始する1Ⅶ～X型には48例中 12例,大動脈洞より高位の大
動脈から起始するXI～XⅣ型には9例, 総動脈幹または その分枝から起始するXV･Xl′/1型には3例が

含まれ,ヒトの場合と多少おもむきを異にしていた.

ウシの SCA 48例中25例 (52.1%)は他の心奇形と合併していた.そのうち,人動脈洞より高位

の大動脈から起始する SCA では9例中7例 (77.8%),左大動脈洞から起始するものでは12例中8

例 (66.7%),右大動脈洞から起始するものでは24例中7例 (29.2%)に,それぞれ他の心奇形が合

併しており,とくに大動脈洞より高位の大動脈から起始する SCA と他の心奇形が高頻度に合併する

ことが示唆された. なお,SCA と合併する他の心奇形には特定のものは無く,さまざまな心奇形が

合併していた.

発生学的に,SCA は左 ･右冠状動脈原基のうちの-側が欠損したため, または一･側の冠状動脈

基が異常位置に発生し,それが後に他方の正常な原基と融合したために生じるといわれている24).

動脈洞やそれに近い上行大動脈から起始する SCA の異常発生はその説で説明できる.しかし,冠

動脈原基の発生位置1,11~13)より著しく遠位の総腕頚動脈から起始するの SCA 異常発生は説明し難

ラットの心臓では,左 ･右冠状動脈以外に,系統発生初期の心臓外動脈が遺残したものとみなされ

内乳腺動脈や鎖骨下動脈からの分枝が心房に分布するといわれている15'･ウシでも,発生初期の心

は冠状動脈以外に,心臓外動脈の分布を受けている可能性のあることも考えられる.

要 約

ウシの心臓 641例申 35例 (5.46%) に単一冠状動脈 (SCA)が認められた.黒毛和種における

の出現率は 9.30%で, ホルスタイン種の 2.16%より有意に高かった. これら35例の SCA は解

学的に16型に分類された.著者らの観察例と過去の報告例の合計 48例の SCA のうち,24例は右

動脈洞,12例は左大動脈洞, 9例は上行大動脈または総腕東動脈, 3例は総動脈幹 またはその分

から起始していた.48例中 25例には他の心奇形が合併していた.
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Summary

Asinglecoronaryartery(SCA)wasobesrvedin35(5.46%)outof641bovinehearts.
ASCAincidenceof9.30% inJapaneseblackcattlewassignificantlyhigherthanthatof
2.16% inHolstein. These35caseswereclassifiedinto16anatomictypes. Of48bovine

SCAincludingthoseofthepresentstudyandotherreportedcases,in24instances,the
vesselorlglnatedfrom therightaorticsinus,in12, from theleftaorticsinus,innine,
from theascendingaortaorbrachiocephalictrunkandinthree,from thetruncusarteriosus
oritsbranch. Twenty-fiveoutofthe48casesofSCA wereassociatedwithothercardiac
malformations.
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